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バス輸送人員

（人／日）

運行キロ数

（千キロ／年）

「滋賀県統計書」より作成

○ バスの輸送人員は、1965年代（S40年代)より減少傾向であったが、2006年(H18)以降横ばい
で推移。 2012年(H24)以降、緩やかな回復傾向がみられる。

○ 運行キロ数は、輸送人員とともに減少したのち、コミュニティバスやデマンドタクシーの導入等
に伴い、サービス供給が維持されている。

人／日 千km／年H14.2 道路運送法改正
需給調整規制を廃止

（新規参入は免許制から許可制、退出は
許可制から届出制に変更）

H14 滋賀県内で初めてデマンドタクシーが導入

くりちゃんタクシー（栗東市）

①H13以降に滋賀県の多くの市町で
コミュニティバスの導入が増加

②H16以降に滋賀県の多くの市町で
デマンドタクシーの導入が増加
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H24以降利用者数は回復

滋賀県の地域モビリティの現状と課題

バスの輸送人員および運行キロ数

Ｈ３０ １５市町
コミュニティバス

４６６路線
デマンドタクシー

３６路線



乗合バス事業の年間所得： 440万円 （全産業平均：469万円） 29万円安い
年間労働時間：2,508時間 （全産業平均：2,124時間） 384時間多い

出典：国土交通省「自動車運送事業等における労働力確保対策について」より

滋賀県の地域モビリティの現状と課題

バスの運転手不足

○ 大型二種免許保有者の減少傾向が顕著に加え、高齢化が進み、運転手不足が顕在化



• 公共交通（主に地域交通）については、年々、施策への要望が高まっている傾向にある。
• 地域別においては、県南部地域での要望が高い。

県政世論調査「県政に対する満足度調査」の結果（施策要望）

施策の内容

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

施策要望
全体順位

7 5 5 3 4 4 4 1 1 3 1

割合 14.1% 16.1% 16.7% 18.6% 17.3% 16.7% 18.0% 19.5% 19.1% 31.4% 37.6%

施策要望　地域別順位

大津 - - 5 4 4 3 4 2 1 1 1

湖南 - - 5 4 4 5 4 1 1 3 1

甲賀 - 5 5 2 3 4 3 1 2 2 1

東近江 - - - 5 5 3 5 2 1 3 1

湖東 - - - 4 5 2 4 2 3 5 2

湖北 - - - - - 8 6 3 3 4 1

湖西 1 3 4 - 5 8 4 2 2 1 1

※平成２７年度は速報値より集計
＊全体要望施策の順位
第1位 医療介護 医療介護 医療介護 医療介護 医療介護 医療介護 医療介護 交通 交通 結婚子育て 公共交通
第2位 子供 子供 労働雇用 災害対策 保育 防犯 防犯 医療介護 医療介護 働きやすい社会 結婚子育て

第3位 福祉 福祉 子供 交通 防犯 障がい者 保育 防犯 防犯 公共交通 働きやすい社会

公共交通をつかいや
すいまちづくり

H20～H22
交通基盤や都市施設の整備

H23～H27
自転車歩行者道や公共交通などの整備
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滋賀県の地域モビリティの現状と課題



• 公共交通（主に地域交通）については、平成23年度から5年連続で「不満足度1位」
• 地域別においては、県南部地域での不満足度が高い（不満足度１位）

県政世論調査「県政に対する満足度調査」の結果（不満足度）

質問内容

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

不満足度
全体順位

2 2 4 1 1 1 1 1 1 1 1

割合 35.6% 35.7% 33.0% 44.5% 51.8% 47.5% 47.1% 51.2% 50.5% 53.9% 52.3%

不満足度地域別順位

大津 1 1 5 1 1 1 1 1 1 1 1

湖南 2 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1

甲賀 2 2 4 1 1 1 1 1 1 1 1

東近江 1 4 3 1 1 1 1 1 1 1 1

湖東 2 4 4 1 1 1 1 2 1 1 1

湖北 2 1 1 1 1 3 1 1 1

湖西 3 3 3 1 1 1 1 2 1 1 1

※平成27年度は速報値より集計
＊不満足度の全体順位
第1位 労働雇用 労働雇用 労働雇用 交通 交通 交通 交通 交通 交通 交通 交通
第2位 交通 交通 人材育成 公共交通 子育て仕事災害対策 災害対策 広域交通 災害対策 産業雇用 働きやすい社会

第3位 医療介護 産業育成 産業育成 仕事子育て災害対策 広域交通 子育て仕事観光 広域交通 働きやすい社会 道路空間

公共交通をつかいや
すいまちづくり

H20～H22
交通基盤や都市施設の整備

H23～H28
自転車歩行者道や公共交通などの整備
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滋賀県の地域モビリティの現状と課題



滋賀県の地域モビリティの現状と課題

○ 自動車への依存率が高く、渋滞や環境負荷といった課題がある、
今後、免許返納等により運転出来ない高齢者が増加する

○ 地域公共交通は、人口減少と少子高齢化による利用者の減少、
運転手等の不足が課題となり、事業継続が危機的な状況

○ 人口増減の地域格差や移動弱者の増加に対応した地域の交通
ネットワークをどのように維持・確保していくかが課題

公共交通の課題

● 地域の生活にとって不可欠な社会インフラである公共交通のあり方
を検討する

・公共交通のシビルミニマムのあり方

・地域にもたらす様々な効果を明確にして、公共交通サービスを
維持していくための費用負担・財源確保策

・移動手段を組み合わせた効率的な公共交通ネットワークのあり方

課題対応の方向性



滋賀県の地域モビリティの現状と課題

交通落者

自動運転技術
の活用

交通楽者

交通利用者

持続可能な公共交通に向けて

公共交通の衰退・・・・
持続不可能・・・

利用促進
みんなで乗ろう！
みんなで使おう！

運行維持の補助制度・・

法改正・・

路線バス

デマンドタクシー

支え合い交通

福祉有償運送

コミュニティバス

病院やｽｰﾊﾟｰへの送迎

ライドシェア

自転車・徒歩

スクールバス

自家用車運転
（家族の送迎）

サイクルシェア

カーシェア

なんの対策もしないと・・・

ＭａｓＳ
Mobility as a Service

予測される将来の課題に対する対応イメージ



ＭａａＳ
＝
Ｍｏｂｉｌｉｔｙ ａｓ ａ Ｓｅｒｖｉｃｅ

ＭａａＳについて

・「Mobility-as-a-Service(MaaS)」は、「ｻｰﾋﾞｽとしてのﾓﾋﾞﾘﾃｨ」や「ﾓﾋﾞﾘﾃｨのｻｰﾋﾞｽ化」。従

来のように移動手段を車や自転車の所有という「ﾓﾉ」で提供するのではなく、「ｻｰﾋﾞｽ」と
して提供する概念である。

・出発地から目的地までの移動ﾆｰｽﾞに対して、個人やｸﾞﾙｰﾌﾟ、世帯などの多様な移動
ﾊﾟﾀｰﾝに対応した最適な移動手段を提供するｻｰﾋﾞｽの総称。

・一つの媒体(ｽﾏﾎ)で、移動経路の提供、移動手段の予約、
発券、決済までを一括で行うｻｰﾋﾞｽや月額定期や乗り放題等
のｻｰﾋﾞｽが実施されている。

ＭａａＳの概念 一般社団法人JCoMaaS （一般社団法人ジェイコマース）
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近江鉄道(株)と帝産湖南交通(株)の協力の下、
「大津湖南地域MaaS（Mobility as a Service）社会実験」を実施。

この実験では、立命館大学びわこ・くさつキャンパス（BKC）および龍谷大学瀬田
キャンパスに通学する学生40名を対象に、両バス会社が運行する、JR草津駅、JR
南草津駅、JR瀬田駅を発着する全バス路線が2週間乗り放題となる実験用チケット
を発行します。

このチケットがある場合とない場合での実験参加者の

日々の交通行動をモニタリングすると共に、乗り放題チケット

に対する支払い意思額を問い、

このようなバス料金体系を導入した際の社会的なインパクト

を計測します。

これにより、将来的な乗り放題料金体系の導入可能性など、

バスの利便性向上策を検討するための基礎的な知見を得ること

を目的としています。

大津湖南地域MaaS社会実験の実施について

公共交通への
サブスクリプションサービスの導入検討へ

ＭａａＳについて
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ＭａａＳについて


